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車椅子を寄贈いただきました

寄附いただきました

令和４年度採用 嘱託職員を募集します

苓北町子育て支援センター

　12月２日㊍、住友生命労働組合熊本支部（委員
長　池田征司さん）から
車椅子１台を寄贈いただ
きました。
　いただいた車椅子は、
福祉用具貸出事業など地
域福祉推進のために有効
活用します。

■区　　分　　保育士

■募集人数　　１人

■受験資格
　・昭和34年４月２日から平成12年４月１日まで

に生まれた人。
　・保育士資格
　・普通自動車運転免許

■職務内容　
　子育て支援センターにて子育て相談・サポート業
務

■任期
　令和４年４月１日～令和５年３月31日の１年間
　※更新あり（原則更新）

■勤務形態
　平日の８時30分～17時までのうち、指定する時
間

　月15日程度
　※報酬は月額14万円程度

■備考
　賞与（年２回）、交通費の一部を支給
　社会保険などの加入、有給休暇（半年勤務後）

■応募受付期間
　12月22日㊌から令和４年１月12日㊌
　※受付は平日の８時30分～17時まで

■応募書類
　申込書、履歴書、保育士証（写し）
　※申込書は苓北町社会福祉協議会にあります。
　※書類は同事務局に提出ください。
　※郵送の場合は１月12日㊌までの消印有効です。

■試験日および試験場所
　日時／１月20日㊍９時～（受付／８時45分）
　試験方法　面接試験
　試験場所　苓北町保健センター
　※合格者には後日連絡を行います。
【応募および問い合わせ先】
　苓北町社会福祉協議会事務局（保健センター内）
　担当／荒木
　〒863-2503　苓北町志岐660番地
　☎35-1270
　ホームページ：https://reihokushakyo.com

　12月６日㊊、天草市の山田清和さん（天草信用
金庫会長）から苓北町社会福祉協議会へ寄付をいた
だきました。
　山田さんは、天草信用金庫苓北支店長として苓北
町に勤務されていたこともあり、「苓北町の地域福
祉に役立ててほしい」との思いから今回寄付された
ものです。令和３年秋の叙勲では、長年の金融業功
労の功績により旭日双光章を受章されています。
　いただいた寄付は、当社協の事業など地域福祉推
進のために有効活用します。

（昭和１４年１２月２８日生まれ）満８１歳　尾越区在住
さん川本   董

川本商店二代目！
これからも生き生きと過ごします。

　　好きな食べ物
　魚が好きです。サバやヤズなどの青物（青魚）の刺身を昔から
食うとるけんそれが良かです。あとは甘か物で、ぼた餅も好き
です。

　　好みの異性のタイプは
　やっぱり元気な人が一番良かな。芸能人ではこの人というの
は、、、しいて言えば、NHK朝ドラ「おかえりモネ」でヒロ
インを演じた、女優の清原果耶さんが良かですね。

　　私の趣味
　　釣りかな。今年はなかなか（魚が）おらんで釣れんばってん、
アジとかサバとか。昔はイカ釣りも行きよったばってん、今は
全然釣れんから行かんな。

　　私の健康法
　　一番は睡眠かな。やっぱり寝るとが良かけんな。７～８時間
は寝ます。そして、寝る前にコップ１杯の水を飲むと、落ち着
くけんやっぱり良かな。

　　思い出
　　昔の話だけど、昭和１９年に満州（中国）から引き揚げてき
たこと。引き揚げて苓北に戻った後は、じいちゃんが晩に漁に
出るのにずっと一緒に付いて行きよったことかな。

　　若い世代へ伝えたいこと
　　真面目に生きてほしいです。周りの人に迷惑ばかけんごと生
活をしていってもらいたいですね。

　　町へのメッセージ
　　今のままで充分かな。町の政策にし
ても、自分個人としては満足している
ので、特にお願いすることは無かな。

　苓北町富岡で、川本家４人姉弟の長男として生まれ
る。３歳の頃に家族で満州に渡り、董さんの父は兵隊
を務めていた。董さんは、ニワトリ小屋にスズメが入
って来たのを見て遊んだり、近所の兵隊さんが休みの
日にたらいに乗って山で（木が無く雪が積もっていた
場所で）滑り降りて遊ぶのを見て驚いたことを覚えて
いる。董さんの父は兵隊の少尉であったが、日用品な
どはそれぞれ配給でもらえていたので、特に困ること
は無く過ごせていた。
　３年の月日が経った昭和１９年、董さんは満州（中
国）から引き揚げて富岡に戻った。それから保育園へ
通うことはなかったが、富岡小学校～苓北中学校～水
産高校（現：天草拓心高校マリン校舎）を卒業し、董さ
んの母が営んでいた「川本商店」を継ぐこととなる。
当時は景気が良かったため、商店を営む上での苦労を
董さんは感じなかった。
　そうした中である時、董さんは苓北を離れ大阪に移
り住む。半年ほどの間ではあったが、その時に後に妻
となる實恵さんと出会う。出会いから数ヶ月後に結婚
することになり、結婚式を神戸で挙げてから苓北に戻
って再び家業の商店を営んだ。結婚後は４人（男１
人、女３人）の子宝に恵まれる。（現在は、孫が７人
いらっしゃる）
　７年前に實恵さんは病気のため先立たれたが、余命
を聞かされてから１年間ほど入院していた期間があ
り、董さんは心の準備ができていたため不思議と寂し
さを感じることはなく、また、現在も営んでいる商店
に漁業仲間が時々遊びに来られるので、董さんは１人
ではない。
　「今でもたまに船に乗って釣りに行くのが楽しみ」
と董さんは、笑顔で生き生きと話されました。

〈プロフィール〉

※董さんが話された内容で掲載しております。
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